
Ⅰ．はじめに

　宮崎県におけるスギは，天然林を含む全民有林の約５割を占め，

木材供給や山地・水源保全などの役割を果たす主要な樹種である。

近年では二酸化炭素濃度の上昇に起因する地球温暖化への対策と

してスギの二酸化炭素吸収・固定能力が期待されている。今後，

森林による公益的機能を考えたとき，容積密度が高く，二酸化炭

素固定能力に優れたスギ精英樹の育種選抜を進めることも，今日

の社会情勢等を考慮すれば必要であろうと考える。

　スギの炭素固定能力は，成長量と容積密度に支配されると考え

られ，容積密度の測定にはピロディンを用いた簡易測定法が報告

（中田，２００４）されている。この方法を用いれば，立木の伐採な

しに簡易かつほぼ非破壊的に容積密度を推定することができ，系

統評価に多量の測定が必要な育種において有効な手段となり得る

と考えられるが，九州地方ではほとんど検証されていない。

　そこで本報告では，①ピロディン値を用いての容積密度の推定，

②ピロディン値を用いての林齢間の相関分析，③ピロディン値を

用いての地域間の相関分析について検討したので報告する。

Ⅱ．材料及び方法

１．材料

　供試材料は，林木育種センター九州育種場（熊本県）のスギ精

英樹育種素材保存園（以下，育種場スギ保存園）に存在する３８年

生及び１３年生のスギと，宮崎県林業技術センタースギ精英樹見本

林（以下，宮崎県スギ見本林）に存在する１７年生のスギである

（表－１）。

２．調査方法

　使用した“ピロディン”はスイス製の PILODYN６J で，１個体

に付き四方向に４ヶ所，胸高（１．０～１．２m）付近を等間隔に打ち
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速　報

宮崎県産スギ精英樹のピロディン実測値を用いての容積密度，林齢間差

及び地域間差の検証＊１

表－１．供試材料
単位：本

宮崎県育種場
 精英樹名

１７年生１３年生３８年生
１２－県 西 臼 杵１号
１２－県 西 臼 杵２号
１２２県 西 臼 杵３号
１２３県 東 臼 杵１号
１２－県 東 臼 杵２号
１２－県 東 臼 杵４号
１２－県 東 臼 杵５号
１２－県 東 臼 杵６号
１２－県 東 臼 杵７号
１２－県 東 臼 杵８号
１２－県 東 臼 杵９号
１２－県東臼杵１０号
１２２県東臼杵１１号
１２２県東臼杵１２号
１２２県東臼杵１３号
－２３県東臼杵１４号
１２－県東臼杵１５号
－１３県東臼杵１６号
１２－県東臼杵２０号
１２－県東臼杵２２号
１１－県東臼杵２３号
１２－県東臼杵２４号
１２－県東臼杵３５号
１２－県東臼杵３６号
１２－県東臼杵３７号
１２－県東臼杵４０号
１３－県 児 湯 １ 号
１３－県 児 湯 ２ 号
１２－県 北 諸 県４号
１１－県 北 諸 県７号
１３－県 日 南 ３ 号
１１－県 日 南 ７ 号
－２３延 岡 署 ４ 号
－１３日 向 署 ２ 号
－３３宮 崎 署 ５ 号
－３２県 球 磨 ３ 号
－３３人 吉 署 １ 号
－２２人 吉 署 ２ 号
３０７７３３ 計



込み，その貫入値（以下，ピロディン値）を測定した。なお，か

くれ節等の影響で明らかに異常値と判断された場合には再測定を

行った。容積密度は１個体に付き１ヶ所，成長錘により胸高

（１．０～１．２m）付近の樹皮から随に向かって５cm程度の辺材部と

思われる部分のコアを抜き取り，そのコアを用いて浮力法により

測定した。

（１）ピロディン値と容積密度の相関分析

　ピロディン値で材の容積密度に関する選抜が可能か検討するた

め，育種場スギ保存園にある３８年生の宮崎県産スギ精英樹１０ク

ローン，２４ラメート（１クローンにつき２～３ラメート）につい

て，ピロディン値の測定および容積密度の測定を行い，各精英樹

での平均値を求めて両形質間の相関を求めた。

（２）ピロディン値を用いての林齢間の相関分析

　育種場スギ保存園にある３８年生スギ精英樹１３クローン（宮崎県

産は１０クローン），３３ラメート（１クローンに付き２～３ラメー

ト）と，同一クローンである１３年生スギ精英樹１３クローン，２６ラ

メート（１クローンに付き１～３ラメート）について，ピロディ

ン値の測定を行い，精英樹ごとの平均値を求めて，それぞれの樹

齢での平均値間の相関を求めた。

（３）ピロディン値を用いての地域間の相関分析

　ピロディン値は容積密度の相対的な値であるが，植栽場所が異

なる場合は成長量が異なることから，そのような時でも同様の結

果を示すか検討する必要がある。そこで，育種場スギ保存園にあ

る１３年生の宮崎県産スギ精英樹３０クローン，６０ラメート（１ク

ローンに付き１～３ラメート）と，同一クローンである宮崎県ス

ギ見本林の１７年生スギ精英樹３０クローン，３０ラメート（１クロー

ンに付き１ラメート）について，それぞれピロディン値の測定を

行い相関を求めた。なお，育種場スギ保存園は複数ラメートで

あったので，ピロディン値は各精英樹の平均値を使用した。

　（１）及び（２）の分析においては，一部のラメートで成長錘

の材料が得られなかったものがあるので，表－１の数字の合計と

一致しない。

Ⅲ．結果と考察

１．ピロディン値と容積密度の相関分析

　まず，今回浮力法によって求めたスギ材の容積密度は，県東臼

杵１号が最も高く０．３６７g ／ cm３，逆に最も低かったのは県東臼杵

１１号で０．２９１g ／ cm３，平均０．３２７g ／ cm３であった（表－２）。次に

ピロディン値と容積密度の相関を図－１に示した。相関係数は 

－０．６８で，５％水準で有意な相関を示し，ピロディン値が小さい

と容積密度が高いことを示す結果となった。このことから，ピロ

ディン値を用いることで容積密度の高低が推定でき，その順位も

簡易に判定できる可能性が示唆された。これは，関東育種基本区

内で行われたピロディン値とスギ容積密度との相関関係と同様の

結果であった（武津ほか，２００６）。

２．ピロディン値を用いての林齢間の相関分析

　３８年生スギ精英樹と１３年生スギ精英樹のピロディン値の相関を

図－２に示した。相関係数を求めたところｒ＝０．７２で，１％水準

で有意な相関が認められ，同一地点に植栽された場合，比較的若
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表－２．精英樹ごとの容積密度とピロディン値

 ピロディン値
（mm）

容積密度
（g／ cm３) 

精英樹名 

１６．８０．３６７県 東 臼 杵１号
１６．６０．３５７県 東 臼 杵１２号
１９．５０．３５７県 東 臼 杵１３号
１８．００．３３０県 西 臼 杵３号
１８．２０．３２８県 東 臼 杵１４号
１７．９０．３２０宮 崎 署 ５ 号
１７．９０．３２０県 東 臼 杵１６号
２０．１０．３０５延 岡 署 ４ 号
２１．００．２９９日 向 署 ２ 号
１９．５０．２９１県 東 臼 杵１１号
１８．６０．３２７平　均

図－１．３８年生ピロディン値と容積密度の相関

図－２．１３年生と３８年生のピロディン値の相関

図－３．育種場（熊本県）と宮崎県のピロディン値の相関



い樹齢の段階でスギの容積密度の高低が推定でき，早期選抜の可

能性が示唆された。

３．ピロディン値を用いての地域間の相関分析

　育種場スギ保存園の１３年生スギと宮崎県スギ見本林の１７年生ス

ギのピロディン値の相関を図－３に示した。相関係数は０．５６で，

１％水準で有意な相関が見られ，平地ではあるが，異なる環境で

もほぼ同じ傾向を示し，ピロディン値は立地環境の影響をあまり

受けない可能性が示唆された。

Ⅳ．おわりに

　以上の結果から，スギ精英樹集植所などでピロディン値を測定

すれば，スギ精英樹間の容積密度の順位が推定できる可能性が示

唆された。

　しかしながら，今回は一部のスギ精英樹を対象に算出したもの

であり，今後は，より多くのスギ精英樹を対象に解析を行うこと，

実際の造林地での結果を確認するため検定林にて調査をおこなう

こと，さらに今回は簡易な容積密度の測定であったので，心材・

辺材部それぞれに対するピロディン値の関係及び精英樹ごとの心

材・辺材の比率を明らかにし，精英樹ごとの総二酸化炭素固定能

力等を確定することが必要と考えられる。

謝　辞

　本研究の実施にあたり，丁寧な御指導をいただいた林木育種セ

ンター育種第一課の武津英太郎氏に感謝の意を表する。

引用文献

（1）藤澤義武（２００１）密度．（林木の材質検定法とその実際．

９３pp，林木育種協会，東京）．２０－２６．

（2）武津英太郎ほか（２００６）日林学術講　１１７：L１０．

（3）中田了五（２００４）林木の育種　２１２：１５－１６．

（２００６年１１月１４日受付；２００７年１月２４日受理）

114

Kyushu J. For. Res. No. 60　2007. 3


